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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月5日(2019.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラズマを生成するプラズマ生成部と、
　前記プラズマを照射対象物に照射している間に前記照射対象物を介して流れる電流値と
前記プラズマの凝固能との相関関係をもとに設定された膜生成用電流しきい値を満たすよ
うに、前記プラズマ生成部に印加する電圧を制御する制御部と
を備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物に応じて値が異なる複数の前記膜生成用電流しきい値を記憶する記憶部
を備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物を介して流れる前記電流値と基準値との比較結果に基づいて、前記照射
対象物の凝固の進捗又は程度を推定する評価部を備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記制御部は、前記照射対象物を介して流れる前記電流値と基準値との比較結果に基づ
いて、プラズマ生成部からの前記プラズマの出力を停止する、プラズマ照射処理装置。
【請求項５】
　プラズマを生成するプラズマ生成部と、
　前記プラズマを照射対象物に照射している間に前記照射対象物を介して流れる電流値を
測定する測定部と、
　前記電流値と前記プラズマの凝固能との相関関係を作成する評価部と
を備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物は、血液を含み、
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　前記プラズマの前記凝固能は、血液の溶血量に関する情報、血液内の凝固物の質量に関
する情報、及び、血液内の赤血球の数に関する情報の少なくとも１つに基づいて決定され
る、プラズマ照射処理装置。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物を配置する試料載置部を備え、
　前記測定部は、前記照射対象物が配置されていない状態の前記試料載置部に前記プラズ
マを照射している間に前記試料載置部を介して流れる電流値を測定し、
　前記評価部は、前記相関関係を用いて、当該プラズマ照射処理装置の性能を評価する、
プラズマ照射処理装置。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記測定部は、電圧を供給する電源の接地側と前記照射対象物との間に配置された検出
部を備える、プラズマ照射処理装置。
【請求項９】
　請求項８に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記測定部は、前記検出部において実際に検出された検出電流値から、前記電圧に起因
する誘導電流分を差し引くことにより、前記電流値を算出する、プラズマ照射処理装置。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記検出部はロゴスキーコイルを含む、プラズマ照射処理装置。
【請求項１１】
　請求項５から１０のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記評価部は、電源から供給される電圧と前記電流値との間の関係から、当該プラズマ
照射処理装置の性能を評価する、プラズマ照射処理装置。
【請求項１２】
　プラズマを生成するプラズマ生成部と、
　前記プラズマを照射対象物に照射している間に前記照射対象物を介して流れる電流値を
測定する測定部と、
　電源から供給される電圧と前記電流値と前記照射対象物の凝固結果との関係を示す制御
情報を用いて前記電圧を制御し、前記照射対象物の凝固に関するモードを切り替える制御
部と
を備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物は、血液を含み、
　前記凝固結果は、血液の溶血量に関する情報、血液内の凝固物の質量に関する情報、及
び、血液内の赤血球の数に関する情報の少なくとも１つを含む、プラズマ照射処理装置。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記制御部は、赤血球を溶血させることができる第１モードと、血清タンパク成分を凝
固させることができる第２モードとの間で前記モードを切り替える、プラズマ照射処理装
置。
【請求項１５】
　請求項１２に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物は、生物学的製剤を含む溶液を含み、
　前記制御情報は、前記電圧と前記電流値と前記生物学的製剤の凝固結果との関係を含み
、
　前記制御部は、前記モードとして、剤形加工に関するモードに切り替え可能である、プ
ラズマ照射処理装置。
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【請求項１６】
　請求項１２に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記照射対象物は、タンパク成分、又はタンパク成分を含む溶液を含み、
　前記制御情報は、前記電圧と前記電流値と前記タンパク成分の凝固結果との関係を含み
、
　前記制御部は、前記モードとして、前記タンパク成分の凝固に関するモードに切り替え
可能である、プラズマ照射処理装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記タンパク成分の凝固は、前記タンパク成分の二次元構造物又は三次元構造物の成形
に関する凝固を含み、
　前記制御部は、前記モードとして、前記タンパク成分の二次元構造物又は三次元構造物
の成形に関するモードに切り替え可能である、プラズマ照射処理装置。
【請求項１８】
　請求項１２から１７のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記制御部は、前記測定部によって測定された現在の電流値と、基準値となる前記制御
情報の電流値との比較結果に基づいて、前記電圧を制御する、プラズマ照射処理装置。
【請求項１９】
　請求項１２から１８のいずれか一項に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記制御情報を記憶する記憶部をさらに備えるプラズマ照射処理装置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のプラズマ照射処理装置において、
　前記記憶部には、前記モードを有する、前記照射対象物に応じた動作モード設定情報が
記憶されている、プラズマ照射処理装置。
【請求項２１】
　プラズマ照射処理装置の評価方法であって、
　プラズマを照射対象物に照射している間に、測定部によって、前記照射対象物を介して
流れる電流の電流値を測定することと、
　評価部によって、前記電流値と前記プラズマの凝固能との関係を作成することと、
　前記関係を用いて、前記評価部によって、前記プラズマ照射処理装置の性能を評価する
ことと
　を含む評価方法。
【請求項２２】
　プラズマ照射処理装置の評価方法であって、
　プラズマを照射対象物に照射している間に、測定部によって、前記照射対象物を介して
流れる電流の電流値を測定することと、
　評価部によって、電源から前記プラズマ照射処理装置に供給される電圧と前記電流値と
の間の関係を作成することと、
　前記関係を用いて、前記評価部によって、前記プラズマ照射処理装置の性能を評価する
ことと
　を含む評価方法。
【請求項２３】
　請求項２１又は２２に記載の評価方法において、
　前記照射対象物は、血液から単離精製した赤血球又は前記赤血球を含む溶液であり、
　前記関係を作成することは、前記電流値と前記血液の凝固結果との関係を作成すること
を含む、評価方法。
【請求項２４】
　プラズマ照射処理装置の制御方法であって、
　プラズマを照射対象物に照射している間に、測定部によって、前記照射対象物を介して
流れる電流の電流値を測定することと、
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　電源から前記プラズマ照射処理装置に供給される電圧と前記電流値と前記照射対象物の
凝固結果との関係を示す制御情報を用いて、前記電圧を制御し、前記照射対象物の凝固に
関するモードを切り替えることと
　を含む制御方法。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の制御方法において、
　前記電流値と所定の基準値との比較結果に基づいて、前記電圧を制御すること、を含む
制御方法。
【請求項２６】
　プラズマを照射対象物に照射して前記照射対象物を介して流れる電流値と前記プラズマ
の凝固能との相関関係を作成することと、
　前記相関関係を用いて、電源からプラズマ照射処理装置に供給される電圧を制御するこ
とと
　を含む膜の製造方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の膜の製造方法において、
　前記相関関係を用いて、膜生成用の前記電流値のしきい値を求めることを含む膜の製造
方法。
【請求項２８】
　プラズマを照射対象物に照射している間に前記照射対象物を介して流れる電流値の情報
と、前記照射対象物の凝固結果の情報とを用いて、前記電流値と前記プラズマの凝固能と
の相関関係を作成する評価装置。
【請求項２９】
　電源からプラズマ照射処理装置に供給される電圧と、プラズマを照射対象物に照射して
いる間に前記照射対象物を介して流れる電流値と、前記照射対象物の凝固結果との関係を
示す制御情報を用いて、前記プラズマ照射処理装置に対して前記電圧の設定値を出力する
制御装置。
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